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　₁　はじめに
　長岡市摂田屋の機那サフランには、屋根付きで木製の看板塔
が立っていたが、後年人手に渡った。これを醸造の町摂田屋町
おこしの会 （会長：中村隆）が中心となり買い戻し、JR 東日本
文化財団の助成などで修理を行うこととなった。修理に際して
破損、復原調査を平山らが実施したが、調査の過程で機那サ
フランがかつて発行した広告である表記の『本舗の搆造撮真』
を入手した。これは₁枚ものの印刷物であるが、表面には機
那サフラン酒造の全景とともに件の看板塔が石版によって印
刷されていた。本稿では、この資料の内容を紹介するとともに、
実際の広告塔（以下、両者を区別する場合は「サフラン広告塔」
と記す）と『本舗の搆造撮真』（以下、両者を区別する場合は「『本
舗の搆造撮真』広告塔」と記す）に描かれた広告塔の比較を
行い、サフラン広告塔において欠損した部材などをあわせて
考察する。
　₂　『本舗の搆造撮真』について
　・概要
　『本舗の搆造撮真』は₁枚の用紙を₈折りとし、表裏両面に
印刷がなされる。資料は 45％に縮小して折込みで示した。
・大きさと体裁
　資料の大きさは、横 628mm、縦 476mm の半紙とする。表面
には機那サフラン酒造工場などの様子が藍色₁色で印刷され、
裏面は機那サフランの広告文等が黒₁色で印刷される。
　・内容
［表面］
　表面周囲に角丸の₂重線が引かれ、その内部に向かって右上
に “本舗の／搆造／撮真”（／は改行、以下同様。）と筆書きされ、
サフラン酒造を東側の公道から見た図が描かれる。敷地東面に
はやや高い石垣が積まれ、上には松が茂る。石垣の北側に寄っ
て冠木門が開かれ、上部に “幾那サフラン製造本舗” と記され
た扁額が掛かり、交叉して日章旗が翻る。敷地内部は、門の奥
に切妻造妻入で₂階建の主屋と考えられる建物が配される。₁
階北側には沓脱石を配して玄関が開き、 “サフラン酒” と染め抜
かれた暖簾を下げる。南側は格子戸、2 階は手摺で廊下を介し、
障子戸の構成とする。₁階の玄関から見える奥の部屋には多数
の瓶と金庫、帳場とそこに座り分厚い帳面をめくる主人と思し
き人物と女性が座る。部屋の手前には周囲に雷紋のあしらった
絨毯を敷き、ここには数本の瓶と煙草盆、火鉢と座った人物₁
名が描かれる。主屋の背面には花頭窓を持つ建物を挟み、₇棟
の土蔵が連なり、妻面には○に吉の印が入る。主屋の南側は鉄
柵を挟んで表庭が広がり、灯籠や梅の木が配され、敷地周囲は
鉄柵で囲われる。主屋の背面南側には和風の建物が横たわる。
亀甲積の基礎上に建って縁が周囲を廻り、腰付明障子戸で内法
上を小窓とする。建物が₂階建か立ちの高い平家で、縁の庇上
に窓を設ける仕様であるのか、判断は下し難い。なお、棟上に
天水桶であろうか、₃基が配される。和風建物の更に背面には
洋風₂階建の建物が南面して切石積の基礎上に建ち、正面中央
に玄関バルコニーを配する。₂階は鎧戸とするアーチ型の開窓
が配され、手摺を配したバルコニーにシルクハットを被った人
物₂名が描かれ、屋根棟中央に風見が配される。これらの背景
に信越線が描かれ、長岡方面へ向かい煙を吐く蒸気機関車と車
両が西山を背後に驀進する。
　そして前面通り、画面向かって左側中央に “御目印” の書込
みととともに広告塔が描かれる。塔は表を北側とし妻面を東西
に向けている。塔は₂段の切石礎石上に建ち、柱は黒塗で角に
面が施される。根元に根巻金具が打たれ、側面には枠を設け内
部は四半模様とする。持ち送りには岩場において長槍の武者₂
人による格闘の様が、周囲に波頭紋をあしらって示される。下
腕木に力持ち、獅子の親子が乗り、この上に看板が掲げられる。
看板は周囲は黒枠で隅を木瓜形にあしらい、上から “登録商標”
“機那サフラン酒” “越後国古志郡上組村大字摂田屋／本舗吉沢仁
太郎謹製　印” と記するもので、周囲には宝珠、昇り流と下り
龍、波が描かれ、向かって右側に双折の扉が見える。看板上部
には根元に雲紋を持つ上腕木が渡される。上腕木木鼻は渦紋絵
様と一面の地紋を持つ。上腕木は秤肘木を受け、この左右先端
付近に獅子、象鼻を配する。唐破風妻は波紋で、破風板には金具、
卯の毛通しは鳳凰とする。唐破風屋根は杮葺のようで、棟側面
は青海波、正面に鬼板を据え、棟屋根に輪環の模様が配される。
主柱頂部には卯の毛通しを雲紋、杮葺とする小屋根が取り付き、
そのやや下部から看板の屋根棟中央に向けて鎖が渡される。
　図にはこの他、人物、馬車、荷車、自転車、人力車₂台とと
もに多くの鳥獣が描かれる。人物は、既に挙げた主屋内の₃人
のほか、門付近で荷車を引く鉢巻姿の₃人は荷車に “サフラ□”
の書込みのある荷物を引き、門を出ようとしている。そして画
面向かって右側から自転車に乗り煙草をくわえる男性、荷物を
肩に巻く₂人、“御通” を持ち帽子を被る若者、₁頭立ての馬車
には髭を蓄えた馭者の他、客として女₂人、男₂人が見え、看
板塔の足下には羽織で帽子姿の男性と子供、洋装の男性、画面
向かって左下隅には人力車₂台に男女₁人ずつと車夫₂人が配
される。動物は、門前と玄関前に犬が₁匹ずつ、鳩と思しき鳥
類が主屋、背面土蔵、和風建物と庭中、看板塔周囲に描かれ、
特に庭中には一段と大きな雉子のような鳥がつがいで描かれる。
　なお、画面向かって左下隅に、右から “北越新報石版製” の文
字を見ることができる。
［裏面］
　裏面は、周囲に帯模様を廻らし、その内部に文章を記す。向
かって右から縦書きで “御薬酒　官許　機那サフラン酒” と題す
る。なお、機那サフラン酒の部分はゴシックで白黒反転文字と
する。以下、“薬価”、“鑵入” 帯模様内に “厘毛直引無し” の文字
が見える。隣に “（全形登録商標）” の右からの文字が入りサフ
ラン酒の商標ラベル、その下に 13 行に及ぶサフラン酒紹介文が
掲げられる。以下、“◀主治効能▶” ₃行、“◀婦人諸病▶” ₃行、
“ヒステリー” ₅行、“産前産後諸症” ₂行の文章がありで下部に
“小包料金表” とする。向かって左半分は “◀男女諸病▶” ₄行、
“◀養生法▶” ₂行、“◀用法及び分量▶” ₁行、“◀御注意▶” 11
行、“◀御請求の諸君に謹告▶” ₂行があり、末尾に “大日本一
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箇所／機那サフラン酒本舗製薬所”、下部に “越後国古志郡上組
村大字摂田屋／吉沢仁太郎謹製　印／電話　長　長岡一九一番
／振替　東京一九一番／長野一九一番” とする。そして欄外に、
“御注意” として “弊舗は従来効能書に各地特約店名掲載しつ〻
ありしも日進月歩売行を増すに連れ全国到る処に販売店を設け
其数有に五千／店以上に達したれば到底限りある紙面に掲載し
切れず依て大正拾弐年六月以降一切掲載せざる事に変更せしに
依り旧知の諸／彦は御諒承有之度何卒信用のある洋酒店薬店よ
り御買上を乞ふ／尚近頃同名類似の偽物を売る奸商があります
から吉沢の機那サフラン酒と御指名願ひます” とする。
　₃　『本舗の搆造撮真』の制作年代
　本資料には発行年月日の記載はないものの、期間を限定する
材料を幾つか見ることができる。ここではそれらを順次見て行
くことで、本資料の制作年代を絞り込んで行きたい。
　₁）看板と鏝絵土蔵
　本資料表面には、上述のように機那サフラン酒本舗の看板塔
が描かれる。この塔の建築は刻銘から明治 44（ 1911 ）年４月とで
きる。更に、本資料では鏝絵で著名な大正 15（ 1926 ）年建築の土
蔵が描かれてはいない。以上の点から、本資料の作成は明治 44
（1911 ）年４月から大正 15（1926 ）年の間と判断できる。
　₂）御注意
　資料裏面末尾には “弊舗は従来効能書に各地特約店名掲載し
つ〻ありしも日進月歩売行を増すに連れ全国到る処に販売店を
設け其数有に五千／店以上に達したれば到底限りある紙面に掲
載し切れず依て大正拾弐年六月以降一切掲載せざる事に変更…”
とあることより、本資料の作成が、大正 12（ 1923 ）年₆月以後で
あると判断することができよう。
　₃）小包郵便料
　資料裏面に小包郵便料の表が掲載される。これによると、発
送先が内地と台湾及び樺太のものが示される。内地宛ての料金
体系は、大正 8（ 1919 ）年₄月 15 日から施行されたもので、これ
は昭和₆（1931 ）年₈月₁日の改正まで使われている 1。
　なお、資料において外地は台湾と樺太も記されるが、料金体
系では朝鮮、大正 12（ 1923 ）年₁月₁日からは南洋諸島も含ま
れた。また、資料で外地宛ての重さは₁貫 200 匁までであるが、
料金体系では内地と同様に₁貫 600 匁までのものであった₂。
　以上の要件より、本資料の作成期間の範囲は大正 8（ 1919 ）年
₄月 15 日以後、昭和 6（1931 ）年₈月₁日以前とできよう。
　₄）本資料の制作年代
　以上の₃条件を総合すると、本資料作成の上限は “御注意” よ
り大正 12（ 1923 ）年₆月、下限は鏝絵土蔵が存在しないことから
大正 15（ 1926 ）年の間と判断できる。即ち本資料の制作は大正時
代末と言ってもよいだろう。
　₄　『本舗の搆造撮真』広告塔とサフラン広告塔の比較
　・サフラン広告塔
［規模］
　看板塔は調査時点で修理のため工場へ持ち込むため、主柱の
上部と下部が切断を受けており、中央部が 7,292mm、の規模を
有するものであった。
　また、中央看板部分で、柱真から腕木先端まで、梁行の出が
2,145mm となる。
［構造］
　看板塔は元口 570mm、末口 450mm 程となるスギの丸太を
主柱として、２本の持送りを配し、この上下に長さ 1,900mm 程
の腕木を出す。なお、後述のように下腕木上、看板下部の空隙
には先端に獅子、縦框内側にボタン、中央に力持の丸彫りが配
された。
　上下腕木の間が看板部分で、看板は周囲に両脇に障子柱を
立て、その中央に看板を配するものであった。看板は内外に
140mm 角の障子柱を立て、下腕木の上に 300mm の空隙を設け
高 130mm 厚 112mm の敷居を配する。障子柱、上腕木、敷居に
囲われた部分が看板で、内部は 115mm 厚程の板₄枚からなる
龍の浮き彫り彫刻があり、その更に内側に縦桟幅 45mm、横桟
幅 24mm の戸縁を設け縦 1,386mm、横 475mm の寸法で、看板
を掛ける部分が設けられる。
　軒・屋根部分は上腕木上からとなる。上腕木の根元と先端に
₂本、長 1,300mm 程の秤肘木を配し、この両端に高 140mm、
厚 90mm の出桁を前後に架ける。妻飾りは大瓶束で幕板には鶴
亀の彫刻とする。螻羽は輪垂木₅本を配して破風板、卯の毛通
は亡失している。なお、秤肘木と出桁交叉部下に吊束を設ける。
内側が交叉部から柱₁本分や中央にずれて長 420mm、110mm
角の吊束を配する。この吊束には各々正面と外側に木鼻が、出
桁下には垂壁として龍の丸彫りが配されていた。そして、これ
らの上に二軒で向唐破風の屋根が取り付くこととなる。一軒目
が 185mm、二軒目が 191mm となる。更に高 35mm の布裏甲で
二重の軒付で、当初の唐破風形杮葺とするが、現状ではこの上
に野垂木を掛けて切妻形式の鉄板葺屋根とする。
　出桁間には格天井が張られる。桁行₄区画、梁行₃区画の合
計 12 区画に分割するものである。格縁は唐戸面が施され、各格
子には丸い台座に鳥と植物の浮彫彫刻が施される。
　ところで主柱上にも屋根が取り付いた。主柱上に桁を井形に
組み、吹き寄せ垂木の形式で切妻妻入の小屋根を置くものであ
った。なお、小屋根直下の主柱側面と看板屋根棟の主柱から
1,435mm の個所に鍵型の金具が打たれ、この間を長 70mm、幅
43mm、径 12mm の輪環 55 連がつないでいた。
　なお、材は主柱がスギ、看板の見えがかり部分は全てケヤキ材、
屋根小屋組はスギ材であった。
［彫刻］
　看板には主柱除く軸組のほぼ全面に彫刻が施されていた。
　持送りは、長槍による武者₂人による格闘の浮彫りで背景に
松や雲紋が配され、表裏が一体の絵柄とするものであった。
　下腕木は木鼻に渦紋彫刻があり、正面側には水鳥と菖蒲、裏
面にはマツと鷹の浮彫彫刻が施された。
　看板下部の空隙には下腕木先端上に獅子丸彫、縦框内側にボ
タン丸彫り、中央に力持丸彫りが配された。
　縦横の框側面には雷模様の地紋彫が隅部を除き、一面に施さ
れていた。
　看板周囲は龍の浮彫で、₄枚の板一体の絵柄で、中央の看板
を納める周囲枠表面には花菱の地紋彫が施されていた。
　上腕木は木鼻を渦紋、側面は雲紋の浮彫り、秤肘木は中央に
渦紋、先端は繰形とする。
　吊束は先端擬が宝珠形とされ、木鼻に龍、獏、象の丸彫り、
垂壁は龍の丸彫とする。
　唐破風妻壁は鶴亀の浮彫、大平束側面には筋彫が入る。卯の
毛通は失する。鬼板は木製の鬼で、笠の先端及び主柱上の小屋
根破風板先端に渦紋が入る。
［彩色］
　看板では、上部の垂壁に配された龍及び吊束に据えられた木
鼻丸彫目の玉に墨、口に朱が入れられていた。
　・『本舗の搆造撮真』広告塔
［規模］
　『本舗の搆造撮真』広告塔は基礎を有する。形状は正方形平
面の直方体、その上に角錐台、正方形平面となる直方体となる
形状のものとなる。材質は明らかではないが石材であろうか。
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そして上方の直方体上面から主柱が立ち上がることとなる。主
柱下部には入八双形式の根巻金物が打たれる。主柱は黒色の表
現で、隅部は一般の面取ではなく几帳面取、側面に繰り抜きが
あり、内部は四半目地の斜線が入る。
　持送りは大人の頭より高い位置からあり、腕木下受ける。腕
木下は先端が木鼻となり側面には岩状の模様が配される。腕木
下にはだぶって、親子の獅子と力持ちが描かれ、力持ちは看板
全体を持ち上げる構図となっている。
　看板部分は周囲を黒縁として隅部を木瓜型に象る。看板の内
容は周囲が上部中央に宝珠を置き、両脇に昇り龍と下り龍を配
し、下部に波とする。その内部は上部に家紋で両脇に「登録商
標」、その下に「機那サフラン酒／越後国古志郡上組村大字摂田
屋／本舗吉沢仁太郎謹製造　印」とする。
［構造］
　『本舗の搆造撮真』看板塔では前述のように礎石上に角柱を
立てる。そして隣に建つ大人の頭上程の高さから持送り、下腕
木がある。なお、サフラン広告塔で実際に見られた下腕木上、
看板下部の空隙における先端獅子、中央力持の丸彫りが『本舗
の搆造撮真』にも見ることができるが、図では下腕木に重ねて
描かれている。
　看板は周囲が黒枠で、隅部が木瓜形となる。そして看板の扉
が向かって右側に双折戸の形式で開いて描かれるが、障子柱は
なく、周囲の龍浮彫りは看板内部に龍が描かれるに留まる。
　上腕木は先端の木鼻部分のみが描かれるようで、木鼻根元に
秤肘木が納まり、この木鼻を獅子と象とする。妻飾りは渦紋で
ある。
　屋根はこけら葺の向軒唐破風形式で、卯の毛通は鳳凰、唐破
風板に渦紋と丸紋の金具が付けられる。棟側面は青海波に丸紋
の模様で、鬼板は鬼面に鰭付となる。主柱上の屋根は切妻妻入
の小屋根で、小屋根直下の主柱側面と看板屋根棟中央を輪環で
つなぐ。
［彫刻］
　『本舗の搆造撮真』広告塔において主柱は描かれる一面のみ
に四半の模様が枠内に描かれる。
　持送りは、長槍による武者₂人による格闘の浮彫りで背景に
松や岩、波紋が配される。
　下腕木は木鼻に渦紋彫刻があり、側面には持ち送りの岩に類
似する彫刻が描かれる。
　看板下部の空隙には下腕木先端上に親子獅子、中央に力持丸
彫りが配される。
　上腕木は木鼻に渦紋、一面の地紋彫があるが、本体は背景の
横線で、秤肘木鼻に象、獅子があり。
　唐破風妻壁は渦紋、卯の毛通は鳳凰、鬼板は木製の鬼面に鰭付、
小屋根拝懸魚は渦紋が入る。
　［彩色］
　一色刷りのため、彩色は明らかではないが、主柱及び看板枠
が黒色とされる。
・サフラン広告塔と『本舗の搆造撮真』広告塔の比較
［規模］
　売却前の写真によれば、サフラン広告塔における持送りまで
の高さは 1.2m 程で、『本舗の搆造撮真』広告塔に比べ、やや低
い位置にあった。但し、売却前のサフラン広告塔は昭和 39（1964）
年から翌年にかけて修理があり、この際に主柱の交換が行われ
たようである。このためサフラン広告塔自体は主柱高さが低く
なった可能性を否定することはできない。その他、全体の大き
さは両者で極端に異なる点はない。
［構造］
　サフラン広告塔と『本舗の搆造撮真』広告塔において相違を
挙げれば以下の点である。
　土台は『本舗の搆造撮真』広告塔に二重のものが描かれるが、
サフラン広告塔に実際にあったかは不明である。
　下腕木上の丸彫りは『本舗の搆造撮真』広告塔において位置
が曖昧で、内側のボタンが描かれない。
　看板部分では『本舗の搆造撮真』広告塔では双折形式の扉が
描かれるが実際のものは欠損して形式は明らかではない。また、
『本舗の搆造撮真』広告塔では周囲の龍の彫物と看板が一体に描
かれるが、サフラン広告塔では看板周囲に龍の彫物が廻された。
　看板上の構造が『本舗の搆造撮真』広告塔においては不明瞭
の部分が多く、サフラン広告塔にある吊束、妻飾りの太平束が
描かれない。
［彫刻］
　『本舗の搆造撮真』広告塔においては主柱に四半の模様があ
るが、サフラン広告塔ではこの柱が交換を受け、実際この部分
に彫物があったのかは不明である。
　持送りは長槍による武者₂人による格闘の浮彫りで両者は共
通する題材ではある。但し、サフラン広告塔では周囲を単に曲
線の連続模様にするのに対し、『本舗の搆造撮真』看板塔ではこ
の部分を渦紋、内部に岩を配するなど、細部の差異が目立つ。
　また、下腕木は木鼻に渦紋彫刻が施される点は両者に共通す
るものの、サフラン広告塔では正面側に水鳥と菖蒲の浮彫彫刻
を入れ、この上部に先端に獅子丸彫、縦框内側にボタン丸彫り、
中央に力持丸彫りが配さるのに対し、『本舗の搆造撮真』看板塔
では、岩のような模様に留まり、上部の丸彫り彫刻が獅子の親
子と力持ちだけで、下腕木側面に沿う形で描かれる点が異なる。
　看板はサフラン広告塔においては看板周囲に龍浮彫り彫刻が
配されるのに対し、『本舗の搆造撮真』看板塔では文字部分と両
側面にある龍の題材が同一面にあり、下部にはサフラン広告塔
には見られない波も描かれる。また、サフラン広告塔看板に扉
は付いていたようであるが、規模から考えて『本舗の搆造撮真』
看板塔に描かれる双折戸の形式には疑問が残る。
　軒部分では、上腕木木鼻、秤肘木、木鼻の構成は両者で共通
するが、上腕木根元部分、吊束、唐破風妻が『本舗の搆造撮真』
看板塔の描写では曖昧である。
　なお、軒唐破風、鬼板、棟、親柱頂部の小屋根、輪環などは、
両者ほぼ共通するものである。
　₅　さいごに
　『本舗の搆造撮真』看板塔とサフラン広告塔の比較検討につ
いては次のようにまとめることができよう。
₁）『本舗の搆造撮真』看板塔の制作年代は、大正 12（ 1923 ）年
₆月から大正 15（1926 ）年の間で、大正時代末とできる。
₂）『本舗の搆造撮真』看板塔は、実際のサフラン広告塔に対し
て全体の構成は上下腕木、軒部分において一部相違は見ら
れるものの、よく共通するものである。
₃）『本舗の搆造撮真』看板塔の彫刻は題材をよく追って描くも
のの、特に画題の中心となる持送り、看板部分では強調と
も言える部分があり、看板直下に位置する丸彫である親子
の獅子、力持ち等は矛盾する表現になっている。また、双
折の看板扉にも疑問が残る。
注
₁　 逓信省：逓信事業史₂、239 頁、昭和 15（1940 ）.12
₂　 逓信省：逓信事業史₂、239-240 頁、前掲
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図１　サフラン広告塔表面
写真１　サフラン広告塔下腕木（修理前／調査中）
写真２　サフラン広告塔持送（修理中）
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